
英語教育における文化の扱い方

　日本の小学校に英語教育を導入する契機になったの

は、中央教育審議会の答申（平成8年）です。その中で述

べられている国際化に対応するための留意点の1つに、

「国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の

考えや意思を表現できる基礎的な力を育成する観点か

ら、外国語能力の基礎や表現力等のコミュニケーション

能力の育成を図ること」とあり、国際化に対応する教育

の一環として外国語の能力を育てることの重要性が強

調されました。さらに、小学校の外国語教育の充実を図

るために、国際理解教育の一環として「総合的な学習の

時間」を活用して、子どもたちに外国語や外国の生活・

文化に触れる機会を与えることが適切であるなどの判

断から外国語教育の導入に至りました。小学校における

外国語の導入の意義は、単に外国語の運用力を育成す

るだけでなく、自分と異なる文化の存在を知り、コミュニ

ケーションを通して体験的に理解できることです。その

ことで自国の言語と文化も振り返ることができることに

もつながっていきます。

　平成23年度から5、6年生に導入された外国語活動に

おいても、「言語や文化について体験的に理解を深める

こと」が目標の1つに掲げられ、異なる文化を持つ人々と

の交流等を体験し、文化等に対する理解を深めることが

奨励されてきました。

　平成32年度から中学年に導入される外国語活動と高

学年で教科となる外国語(英語)科においては、異文化を

どのように捉えて、扱っていけばいいのかについて考え

てみましょう。

　国際理解教育・異文化理解教育が目指す人間像は、

「人権の尊重を基盤として、現代世界の基本的な特質

である文化的多様性および相互依存性への認識を深

めるとともに、異なる文化に対する寛容な態度と、地

域・国家・地域社会の一員としての自覚を持って、地球

的課題の解決に向けて様々なレベルで社会に参加し、

他者と協力しようとする意志を有する人間（大津、

2005）」です。中央教育審議会の答申（平成8年）でも

指摘されていたように、国際理解教育・異文化理解教
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育は、英語科だけでなく全ての教育課程で推進される

べきもので、それぞれの学校ごとに、全教員が共通理

解を持って取り組むことが大切です。極端なことを言え

ば、小学校において英語教育が実施されなくても、国

際理解や異文化理解を達成することは可能であり、今

日のグローバル社会において子どもの人間的成長に

欠かせない要素であることに異論を唱える人はいない

と思います。

　外国語教育においては、言語を学び、言語を使って他

人とのコミュニケーションを図っていくことで、多様な

ものの考え方や相手の文化にも興味・関心を示し、どの

文化に対しても尊敬の念を抱く子どもを育てることが

理想です。子どもにとっては、外国語の学習それ自体が

異文化体験になります。岡＆金森（2012）が提案してい

るように（下の図を参照）、まずは英語を用いた活動と

いう体験を通して、コミュニケーション能力を身に付け

（コミュニケーション能力の育成）、次に、コミュニケー

ションを円滑に行うためには他者への理解が必要とな

り、結果として他者への理解が深まることになります。

最後に、他者への理解（他者の理解）が深まるコミュニ

ケーションを通して、世界を知ることになり、視野が広ま

ります。異文化を理解するとともに、尊重する態度、ま

た、異なる文化を持った人々とともに生きていくための

資質や能力が育成され、人間的成長（個の成長）につな

がると考えられます。

　平成32年度から全面実施される小学校外国語活動

及び外国語科の目標の1つは以下の通りです。

　今回の新学習指導要領外国語科の解説では、「言葉

を学ぶことはその言葉を創造・継承してきた文化や人々

の考え方を学ぶことであり、言葉を用いてコミュニケー

ションを図り伝え合うことは互いに共感し合い、尊重しよ

うとする態度にもつながる」と述べられています。つま

り、言葉によるコミュニケーションの体験そのものが、相

手を理解し尊重する態度の育成につながるということで

す。さらに、英語が世界共通語であることを踏まえ、外国

語の背景にある文化だけでなく、英語を使ってコミュニ

ケーションを図る人々の文化についても理解を深める

ことが重要であると述べ、英語圏以外の文化への配慮

も示されています。

　外国語活動の学習指導要領解説では「言語活動で扱

う題材についても、我が国の文化や、外国語の背景にあ

る文化に対する関心を高め、理解を深めようとする態度

を養うのに役立つものとすること」と配慮を求めていま

す。従って外国語活動の新教材及び英語科の教科書に

は、このような目標や留意点が具現化されることになり

ます。子どもたちが新教材、教科書を通して取り組むコ

ミュニケーション活動もその目標達成に向けて設定さ

れているはずです。よって、新教材、教科書を用いてコ
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外国語活動の目標(3)

外国語を通して、言語やその背景にある文化に

対する理解を深め、相手に配慮しながら、主体

的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ

うとする態度を養う。

外国語科の目標(3)

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、

他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

他者の理解

個の成長

コミュニケーション
能力の育成



例を2つ紹介します。

　元富山大学人間発達科学部附属小学校の横山恵先

生（現富山県南砺市立福光南部小学校）は、「富山のい

いところを留学生に紹介しよう！」という単元を設定さ

れました。単元の最終授業で、子どもたちが留学生に

富山の名所や名産品を英語で紹介する活動です。この

活動を通して、子どもたちは言葉の運用だけでなく、

異文化の方にどのようなことを紹介すれば興味を示し

てもらえるのか、またわかりやすく相手に富山のいい

ところを伝えるにはどのような英語表現を使えばいい

のか、などに意識が向くようになっていきました。単元

の最終日に、子どもたちは富山のいいところを伝える

ことができた充実感を味わっただけでなく、うまく伝わ

らなかったところを振り返ることで今後のコミュニ

ケーションへの意欲を育むことができる活動となっ

ていました。

　留学生たちも子どもの説明を聞いているだけでな

く、自分たちの文化も子どもたちに紹介したいと写真

や民族衣装を持参して披露してくれました。外国語を通

じて、自己の文化を紹介するだけでなく、異文化にも触

れることで文化への理解が一層深まる活動になってい

ました。

　2つ目は、富山県富山市立堀川小学校の3年担当の

三箇智絵先生の実践です。「来月小学校を訪問される

モライアさんの歓迎会を、自分たちのクラスが担当す

ることになりました」という設定で、「どのような歓迎会

にしたらいいでしょうか」と子どもたちに投げかけられ

ました。相談の結果、一緒に日本のゲームをすることに

なり、どのようなゲームがモライアさんに楽しんでもら

えるのか、誰がどのように英語でゲームの説明をする

のかなどについても話し合いがもたれました。異文化

の方を迎えることを通じて、子どもたちは相手の立場

になって配慮すべきことに気付いたり学んだりして

いったようです。

　今後、小学校の先生方が英語の指導を通して、子ども

たちの中に共存している「新たな文化」を発見されるこ

とを願っています。

ミュニケーション能力の育成を図ることは言語だけでな

く文化への気付き、理解へとつながることになると考え

られます。英語の指導に苦手意識を持っておられる先生

も、教科書に沿ってコミュニケーション活動を実践して

いけば、異文化への気付き、理解につながっていくこと

になります。

　ALTや定期的に外国の方との交流等が可能な学校で

は、単元の最終目標に「留学生に富山県のいいところを

紹介しよう」などを設定してみましょう。自分たちの文化

のどの部分を紹介することがいいのか、相手の視点に

配慮した活動を体験することで異文化及び自己文化へ

の意識が高まることになります（詳細は後述の⑥を参

照）。ぜひ取り組んでみてください。

　文化を扱う際に避けて通れない問題として、様々な

国の文化や事象を断片的に並べて、各国や各国人の

ステレオタイプ的比較、批評をするという典型的な手

法（「米国人は何々だ」「日本人は何々だ」など）の外国

理解や、理想化された欧米文化の紹介がしばしば見ら

れます（溝上、柴田、2009）。特に、小学校の先生方は

小学生にわかりやすく説明するために、一人のALTな

どから聞いたことをもとに「アメリカでは～～だ」と単

純化して異文化の特徴を説明してしまう場合がありま

す。子どもにとっては単純化されてわかりやすい面は

ありますが、一人のALTの発言や担任の海外旅行の経

験のみに基づいて他国の文化や人々の考え方を一般

化してしまう（ステレオタイプ）ことは、子どもたちに間

違った先入観や思い込みを与えてしまうことになりま

す。いったん抱いたイメージや先入観は何年経過して

も消えることはなく、流布して拡散していくことさえあ

ります。このような問題を容易に解決する方法はあり

ませんが、人を肌の色、国や民族だけで判断したり分

類したりするのではなく、一人一人の個人の人間とし

て付き合い、コミュニケーションを深めていくことが何

より大切です。

　文化の捉え方にも注意が必要です。岡部（1996）は、

文化を次のように定義しています。

　定義からわかるように、異文化は周りにあるものが全

て異文化であると考えることができます。よって、一人

の中にいくつもの文化が共存していると考えることも

できます。

　異文化というものは外国の文化だけを意味するので

はありません。“自分以外の考え方はすべて異文化であ

る”と捉えると、異文化の人の考え方を理解し、受け入

れていくためには柔軟な姿勢が求められます。このよう

なことを身に付けさせることは、子どもたちを新しい世

界へと導いていくことにもなります。周りに存在するも

の全てが異文化であることに気付き、周りの人と積極

的にコミュニケーションを図ろうとする姿勢と努力が必

要です。

　家族もクラスの仲間も、“自分とは異なる文化”に属

しています。まずはこの人たちとどのようにすればス

ムーズに気持ちよくコミュニケーションを取っていく

ことができるのかを日ごろから考えさせることが大切

です。

　異文化理解の要素が入っている外国語活動の実践

　日本の小学校に英語教育を導入する契機になったの

は、中央教育審議会の答申（平成8年）です。その中で述

べられている国際化に対応するための留意点の1つに、

「国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の

考えや意思を表現できる基礎的な力を育成する観点か

ら、外国語能力の基礎や表現力等のコミュニケーション

能力の育成を図ること」とあり、国際化に対応する教育

の一環として外国語の能力を育てることの重要性が強

調されました。さらに、小学校の外国語教育の充実を図

るために、国際理解教育の一環として「総合的な学習の

時間」を活用して、子どもたちに外国語や外国の生活・

文化に触れる機会を与えることが適切であるなどの判

断から外国語教育の導入に至りました。小学校における

外国語の導入の意義は、単に外国語の運用力を育成す

るだけでなく、自分と異なる文化の存在を知り、コミュニ

ケーションを通して体験的に理解できることです。その

ことで自国の言語と文化も振り返ることができることに

もつながっていきます。

　平成23年度から5、6年生に導入された外国語活動に

おいても、「言語や文化について体験的に理解を深める

こと」が目標の1つに掲げられ、異なる文化を持つ人々と

の交流等を体験し、文化等に対する理解を深めることが

奨励されてきました。

　平成32年度から中学年に導入される外国語活動と高

学年で教科となる外国語(英語)科においては、異文化を

どのように捉えて、扱っていけばいいのかについて考え

てみましょう。

　国際理解教育・異文化理解教育が目指す人間像は、

「人権の尊重を基盤として、現代世界の基本的な特質

である文化的多様性および相互依存性への認識を深

めるとともに、異なる文化に対する寛容な態度と、地

域・国家・地域社会の一員としての自覚を持って、地球

的課題の解決に向けて様々なレベルで社会に参加し、

他者と協力しようとする意志を有する人間（大津、

2005）」です。中央教育審議会の答申（平成8年）でも

指摘されていたように、国際理解教育・異文化理解教

育は、英語科だけでなく全ての教育課程で推進される

べきもので、それぞれの学校ごとに、全教員が共通理

解を持って取り組むことが大切です。極端なことを言え

ば、小学校において英語教育が実施されなくても、国

際理解や異文化理解を達成することは可能であり、今

日のグローバル社会において子どもの人間的成長に

欠かせない要素であることに異論を唱える人はいない

と思います。

　外国語教育においては、言語を学び、言語を使って他

人とのコミュニケーションを図っていくことで、多様な

ものの考え方や相手の文化にも興味・関心を示し、どの

文化に対しても尊敬の念を抱く子どもを育てることが

理想です。子どもにとっては、外国語の学習それ自体が

異文化体験になります。岡＆金森（2012）が提案してい

るように（下の図を参照）、まずは英語を用いた活動と

いう体験を通して、コミュニケーション能力を身に付け

（コミュニケーション能力の育成）、次に、コミュニケー

ションを円滑に行うためには他者への理解が必要とな

り、結果として他者への理解が深まることになります。

最後に、他者への理解（他者の理解）が深まるコミュニ

ケーションを通して、世界を知ることになり、視野が広ま

ります。異文化を理解するとともに、尊重する態度、ま

た、異なる文化を持った人々とともに生きていくための

資質や能力が育成され、人間的成長（個の成長）につな

がると考えられます。

　平成32年度から全面実施される小学校外国語活動

及び外国語科の目標の1つは以下の通りです。

　今回の新学習指導要領外国語科の解説では、「言葉

を学ぶことはその言葉を創造・継承してきた文化や人々

の考え方を学ぶことであり、言葉を用いてコミュニケー

ションを図り伝え合うことは互いに共感し合い、尊重しよ

うとする態度にもつながる」と述べられています。つま

り、言葉によるコミュニケーションの体験そのものが、相

手を理解し尊重する態度の育成につながるということで

す。さらに、英語が世界共通語であることを踏まえ、外国

語の背景にある文化だけでなく、英語を使ってコミュニ

ケーションを図る人々の文化についても理解を深める

ことが重要であると述べ、英語圏以外の文化への配慮

も示されています。

　外国語活動の学習指導要領解説では「言語活動で扱

う題材についても、我が国の文化や、外国語の背景にあ

る文化に対する関心を高め、理解を深めようとする態度

を養うのに役立つものとすること」と配慮を求めていま

す。従って外国語活動の新教材及び英語科の教科書に

は、このような目標や留意点が具現化されることになり

ます。子どもたちが新教材、教科書を通して取り組むコ

ミュニケーション活動もその目標達成に向けて設定さ

れているはずです。よって、新教材、教科書を用いてコ
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文化とは、ある集団のメンバーによって幾世代

にも渡って獲得され蓄積された知識、経験、信

念、価値観、態度、社会階層、宗教、役割、時間―

空間関係、宇宙観、物質所有観といった諸相の

集大成である。



例を2つ紹介します。

　元富山大学人間発達科学部附属小学校の横山恵先

生（現富山県南砺市立福光南部小学校）は、「富山のい

いところを留学生に紹介しよう！」という単元を設定さ

れました。単元の最終授業で、子どもたちが留学生に

富山の名所や名産品を英語で紹介する活動です。この

活動を通して、子どもたちは言葉の運用だけでなく、

異文化の方にどのようなことを紹介すれば興味を示し

てもらえるのか、またわかりやすく相手に富山のいい

ところを伝えるにはどのような英語表現を使えばいい

のか、などに意識が向くようになっていきました。単元

の最終日に、子どもたちは富山のいいところを伝える

ことができた充実感を味わっただけでなく、うまく伝わ

らなかったところを振り返ることで今後のコミュニ

ケーションへの意欲を育むことができる活動となっ

ていました。

　留学生たちも子どもの説明を聞いているだけでな

く、自分たちの文化も子どもたちに紹介したいと写真

や民族衣装を持参して披露してくれました。外国語を通

じて、自己の文化を紹介するだけでなく、異文化にも触

れることで文化への理解が一層深まる活動になってい

ました。

　2つ目は、富山県富山市立堀川小学校の3年担当の

三箇智絵先生の実践です。「来月小学校を訪問される

モライアさんの歓迎会を、自分たちのクラスが担当す

ることになりました」という設定で、「どのような歓迎会

にしたらいいでしょうか」と子どもたちに投げかけられ

ました。相談の結果、一緒に日本のゲームをすることに

なり、どのようなゲームがモライアさんに楽しんでもら

えるのか、誰がどのように英語でゲームの説明をする

のかなどについても話し合いがもたれました。異文化

の方を迎えることを通じて、子どもたちは相手の立場

になって配慮すべきことに気付いたり学んだりして

いったようです。

　今後、小学校の先生方が英語の指導を通して、子ども

たちの中に共存している「新たな文化」を発見されるこ

とを願っています。
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